
あなたにとって、いちばんの“みやしん”へ
「いつもありがとう」 その一言のため、全力で

富士宮信用金庫のビジョン



　昭和８（１９３３）年６月、「有限責任大宮町信用
組合」として設立された富士宮信用金庫は、おか
げさまで創立９０周年を迎えることができました。
昭和初期そのものが、金融恐慌（昭和２年）や世
界恐慌（昭和４年）と経済不況に見舞われ、その
上、大宮町大火によって当時の富士宮市は焼け
野原と化し、その復興も求められていたため、極度
の苦境に立たされていました。そのような時代を
背景に、地域社会の福利と復興・発展のために当

金庫の前身「有限責任大宮町信用組合」が設立されました。火災による焦土の中から当
時の設立者たちが昼夜を分かたず東奔西走して「みやしん」は生まれたのです。
　その後の太平洋戦争、様々な経済危機ならびに昨今のコロナ禍を乗り越えてこられたの
は、先人の堅実な経営と地域のみなさまに大いに支えていただいたからであります。順風
で無かったからこそ、歴史の中から何か一つでも教訓を得、それを後世に伝えていかなけれ
ばなりません。社会が持続可能な在り方へ変化していく中で、次の創立１００周年に向けて
「信用金庫の原点」を振り返り、私たちの在り方も過去を超え、進化したものである必要があ
ります。
　地域社会の未来に貢献できるよう、役職員が一致団結して新しい富士宮信用金庫の歴
史を地域のみなさまと共創してまいります。

　富士宮市民総出で夏を盛り上げる一大イベント「宮おどり」へ久しぶりの参加となった本年は、当金庫役職員総勢１６０名
が参加し、地域のみなさまと一体となって夏まつりを盛り上げました。
　これからも、富士・富士宮の各地域のお祭りなど様々なイベントに参加していきます。

　これまでみやしんを支えて
いただいた地域のみなさまへ
の感謝の意を込めて「ご預金」
「ご融資」の記念商品をご用意
いたしました。

記念定期預金
「Tomorrow（トゥモロー）」

記念ローン
「ReBORN（リボーン）」

「みやしん」は創立90周年を迎えました

９０周年記念Ｔシャツを身につけ「宮おどり」へ参加

理 事 長 小池 孝治
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自己資本額

本業の利益を示す業務純益は6億52百万円、当期純利益は4億86百万円を計上しました。
地域の多くのみなさまにご利用いただいた結果、適正な利益を上げることができました。

安定した自己資本により、高い健全性を確保しています。
自己資本比率は19.74％となり、国内基準（4％）を大幅に超えた極めて健全な財務体質となっています。

地域金融機関として、地域経済活性化に積極的に取り組んでいます。
地域金融機関として、お客さまとの長期的な取引関係を重視し、中小企業の再生と地域経済の活性化を図り、「地域密着型金融の機能強化」の着実な実行に努めています。

厳正な自己査定と償却・引当により、資産の健全性を高めています。
貸出金の健全性を維持し、地域金融機関として正確な経営実態を還元するため厳格に償却､引当をしています。

徹底した管理体制により、健全経営に努めています。
■健全性の確保と収益性の向上を図るため、リスク管理、コンプライアンス（法令等遵守）管理態勢の強化に努めています。
■お客さまの保護及び利便性向上をはかるため、「顧客保護等管理方針」等を定め、地域から信頼され愛される金融機関になるように取り組んでいます。
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「みやしん」の自己資本比率は、19.74％と高い水準を維持しております。
　「自己資本比率」は、金融機関の健全性を示す重要な指標です。令和5年9月末の「みやしん」の自己資本比率は19.74％と国内業務
を行う金融機関に課せられた基準である4％を大幅に超えており、財務の健全性・安全性は引き続き高い水準を維持しています。「みやし
ん」の自己資本比率が充実しているのは、業容を拡大していく過程で利益を将来のために、地道に積み上げた結果によるものです。

▼ 自己資本額の推移 ▼【自己資本の構成】 （単位：百万円）

「みやしん」の健全性

自己資本比率の状況

486

667652

416

586

746

576 568

452

令和5年9月末令和4年9月末令和3年9月末

800

700

600

500

400

300

200

100

0

業務純益 経常利益 当期純利益

400,000

350,000

300,000

250,000

200,000

150,000

100,000

50,000

0

貸出金預金

令和5年3月末

396,663

171,199

令和5年９月末

400,763

172,710

令和4年９月末

388,633

170,184

　令和5年9月期の業務純益は6億
52百万円、経常利益は6億67百万
円、当期純利益は4億86百万円とな
りました。
　また、実質業務純益は5億94百万
円、コア業務純益は、5億92百万円、
投資信託解約損益を除くコア業務純
益についても5億92百万円になりま
した。

令和5年9月末の貸出金残高は1,727億10百万円と、令和5年3月末に比べ15億10百万円増加しました。
▼ 利益の推移 （単位：百万円）▼ 預金・貸出金の推移 （単位：百万円）

業績の状況

　 令 和５年９月末 の 預 金 残 高は、
４，００７億６３百万円と令和５年３月末
に比べ４１億円増加しました。

預　金

　令和５年９月末の貸出金残高は、
１，７２７億１０百万円と令和５年３月末
に比べ１５億１0百万円増加しました。

貸出金

利　益

項　目 令和5年3月末 令和5年9月末

コア資本に係る基礎項目の額（イ） 36,843 37,269

コア資本に係る調整項目の額（ロ） 26 24

自己資本の額（イ）－（ロ）=（ハ） 36,816 37,245

リスク・アセット等の額の合計額（ニ） 184,526 188,662

自己資本比率（ハ）／（二） 19.95% 19.74%



〜創ります “ 夢あるあした " 〜

発行/富士宮信用金庫(事務局・企画部)

〒418-8686　富士宮市元城町 31 番 15 号
TEL. 0544(23)3114

不良債権の状況

▼令和4年9月末 ▼令和5年3月末
（単位：％）

運輸業 4.1

卸売・小売業 7.9
サービス業 9.6

地方公共団体 1.7

その他 6.9

個人 29.2
製造業 18.2

建設業 7.1

不動産業
15.3

▼令和5年9月末
（単位：％）

運輸業 4.0

卸売・小売業 7.9
サービス業 10.2

地方公共団体 1.6

その他 7.2

個人 28.8
製造業 18.3

建設業 6.9

不動産業
15.1

（単位：％）

運輸業 4.0

卸売・小売業 8.0
サービス業 10.2

地方公共団体 1.9

その他 7.0

個人 29.4
製造業 17.7

建設業 7.0

不動産業
14.8

貸出金業種別構成の推移
貸出金業種別内訳

みやしんからのお知らせ
開設目的、実質的支配者の確認を定期的にお願いしております。お手数をおか
けいたしますが、ご協力のほどよろしくお願い申し上げます。
　（特定の取引とは）
　①預金口座の開設
　②200万円を超える現金の入出金
　③10万円超の現金による送金
　④その他、金融機関が必要と認められる取引
　（本人確認等の方法）
　①ご来店時に、本人確認書類のご提示をお願いします。
　	 ・個人：顔写真付きの公的書類
	 （運転免許証、個人番号カード、在留カード等）
　	 ・法人：全部事項証明書

実質的支配者が分かる書類
（認証文付「実質的支配者情報一覧」、法人税確定申告書別表二、等）

　②その他、郵送等による確認をお願いする場合もあります。
　ご不明な点がございましたら、お取引店へお問い合わせください。

　通帳・印鑑・キャッシュカードなどを紛失した場合や盗難等にあわれた場合は、
すぐに下記へご連絡をお願いします。

受付時間帯 受付先名称 電話番号

平日
8時35分～17時30分 各お取引店 －
上記以外の時間帯 信金監視センター

（名古屋） 052-203-8299
土日祝日 24時間

紛失・盗難の場合のご連絡1

　マネー・ローンダリング及びテロ資金供与対策への取り組みの重要性が高まっ
ており、このような取り組みを進めていくうえで、お客さまの情報やお取引の目的
を正確に把握するとともに、定期的に確認させていただくことで最新の情報に更
新していくことが求められております。
　当金庫では、預金口座の開設等、特定の取引を行う場合や、口座開設から一
定期間が経過した場合、ご本人様であることの確認、職業や事業の内容、口座

継続的な本人確認のお願い2

有価証券の運用にあたっては、安全かつ
確実な運用を心掛けております。
1. 貸借対照表計上額は、期末日における市場価格等に基づく
時価により計上しております。

2. 各表の「債券」、「株式」、｢その他」の区分は、貸借対照表科
目に合わせております。
「その他」の内訳は、主として投資信託および外国証券です。
3. 市場価格のない株式等および組合出資金の貸借対照表計
上額は、合計23百万円となります。

有価証券の時価情報
令和5年9月末
（単位：百万円）

科　目 取得原価 貸借対照表
計上額 評価損益 うち評価益 うち評価損

債　券 124,494 120,661 △3,833 86 3,919

株　式 857 1,402 544 564 20

その他 32,440 28,752 △3,687 591 4,279

合　計 157,792 150,815 △6,976 1,242 8,218

▼ その他有価証券で時価のあるもの

みやしんの不良債権に対する備えは万全です。
　令和5年9月末の不良債権残高は120億44百万円となり、このうち、担保・保証および貸倒引当金で111億10百万円、92.2％がカ
バーされております。

（単位：百万円、％）

開示残高
（ａ）

保全額（ｂ） 保全率
（ｂ）/（ａ）担保・保証等 貸倒引当金

破産更生債権及びこれらに準ずる債権 2,210 882 1,227 100.0
危険債権 9,934 7,824 1,175 90.5
要管理債権 - - - -
三月以上延滞債権 - - - -
貸出条件緩和債権 - - - -

小計 12,044 8,707 2,402 92.2
正常債権 161,353
合計 173,397

▼ 令和5年9月末の信用金庫法開示債権および金融再生法開示債権の保全状況




